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姫路城世界遺産登録３０周年記念事業の経済波及効果
兵庫県立大学地域経済指標研究会
　
　姫路城は、1993年12月、ユネスコ(国際連合教育科学文化機関)の「世界遺産(文化遺産)」に登録され、世界遺産登録30年を記念して、2022年から2023年度に134事業が実施された。標記事業(134事業)の経済波及効果について別途推計された主要24事業推計額のほか、新たに110事業について関連資料及び推計データをもとに「平成27年(2015年)姫路市産業連関表」(兵庫県立大学地域経済指標研究会推計)を使用し、産業連関分析により経済波及効果（生産誘発額注１）＝直接効果＋第1次間接効果＋第2次間接効果）を推計した。姫路城世界遺産登録30周年記念事業の経済波及効果の推計結果は下記のとおりである。

記

30周年記念134事業の経済波及効果概要
経済波及効果 （生産誘発額） ２６０．４億円
付加価値誘発額注2）　　　　　１４２．５億円

就業者誘発数注3）　　　　　　　２，７３６人
注1) 生産誘発額：売上額の合計で、生産をどれだけ誘発したかを示したもの
注2) 付加価値誘発額：（売上額－経費等）の合計で、生産活動の成果を示したもの

注3) 就業者誘発数：生産誘発額を就業者数に換算したもので労働量をあらわしたもの
姫路城世界遺産登録３０周年記念事業の経済波及効果概要　　　(単位：億円、人)

[image: image1.emf]項　　　目 主要24事業※

その他110事業

(注)

記念134事業計 備　　　考

生産誘発額 159.6 100.8 260.4経済効果(売上額の合計）

　直接効果 105.5 73.0 178.5最終需要額

　第一次間接効果 34.6 15.6 50.1原材料消費から誘発効果

　第二次間接効果 19.6 12.2 31.8民間消費支出による誘発効果

付加価値誘発額 85.8 56.7 142.5（売上額－経費等）の合計

名目GDP 24,899 24,899 24,8992023年度速報試算(24年3月推計)

名目GDP比（％） 0.34 0.23 0.57　

就業者誘発数 1,657 1,079 2,736個人業主、雇用者等

推計実施機関 姫路市調査(2024)

兵庫県立大学研究会

(注)その他110事業観光消費額と30周年事業費(134事業)の経済波及効果の合計

(資料)兵庫県立大学研究会(2023)「平成27年姫路市産業連関表」

姫路市(2024)「姫路城世界遺産登録30周年記念事業経済波及効果等報告書」主要24事業調査

兵庫県立大学地域経済指標研究会「地域別経済動向指標(市町内総生産速報及び試算)」(2024年3月推計)
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姫路城世界遺産登録30周年記念事業の経済波及効果の概要
兵庫県立大学地域経済指標研究会

　姫路城は、1993年12月、ユネスコ(国際連合教育科学文化機関)の「世界遺産(文化遺産)」に登録され、世界遺産登録30年を記念して、2022年から2023年度にかけ134事業が実施された。姫路城世界遺産登録30周年記念事業について姫路市観光課から関連資料（主要事業調査）の提供を受け、30周年記念事業の経済波及効果を推計した。
１　最終需要額(直接効果)の推計

　その他110事業最終需要額は、30周年事業計から主要24事業(別途推計)を指しい引いた金額とした。事業費と入込客数は次のとおりである。(表1)
[image: image2.emf]表1 姫路城世界遺産登録30周年記念事業概要 (単位：億円、万人）

項目 2022年度事業費 2023年度事業費 事業費計 入込客数 備考

主要事業 1.3 3.4 4.7 168.124事業

その他事業 4.4 1.8 6.2 60.7110事業

合計(134事業) 5.7 5.2 10.9 228.8


（１）記念事業費
　2022年度及び2023年度予算または決算額から推計した。投入比率(39部門)は、2015年姫路城グラウンドオープン事業予算投入比率(2015)を使用した。(表2)
[image: image3.emf]表2 姫路城世界遺産登録３０周年記念主要24事業概要

事業名

2022年度

事業費

2023年度

事業費

観光客

入込客数

実施期間

（百万円） （百万円） （千人）

1さくらサーカス 0.0 0.0 88.2 2023.2.11-3.12

2_1姫路城夜桜会 9.0 9.8 10.6 2023.4.2-4.9

2_2好古園夜桜会 0.0 0.0 1.7 2023.4.2-4.9

3ひめじぐるめらんど 5.0 3.8 33.0 2023.4.2-4.9

4観桜会 10.2 13.9 19.0 2023.4.8

5チームラボ園教寺　認知上の存在 0.0 0.0 21.5 2023.4.29-12.3

6書写山新緑まつり 0.5 0.6 11.8 2023.5.3-5.5

7平成中村座姫路公園 0.0 72.3 39.3 2023.5.3-5.27

8姫路城100本のトランペット 0.0 0.0 3.0 2023.6.17

9姫路ゆかたまつり 14.4 15.5 113.0 2023.6.24-6.25

10美術館チームラボ展 0.0 0.0 74.6 2023.7.22-10.9

11姫路城夏の特別公開 0.0 11.9 55.3 2023.8.11-9.24

12城うた祭 0.0 20.9 4.0 2023.8.22

13特別版お城EXPOIn姫路 0.0 60.7 13.1 2023.9.16-9.18

14第41回姫路城観月会 10.2 13.9 12.0 2023.9.29

15酒と食じばさんの祭典in姫路 0.0 0.0 7.0 2023.9.30-10.1

16全国陶器市 9.6 0.0 97.0 2023.11.2-11.6

17第73回姫路お城まつり 45.7 70.6 74.7 2023.11.10-11.12

18書写山もみじまつり 2.0 2.3 5.3 2023.11.17-11.19

19好古園紅葉会 0.0 0.0 77.2 2023.11.17-12.3

20Castle History 鏡花水月　 0.0 56.7 42.4 2023.11.22-12.11

21Himeji 大手前通りイルミネーション 0.0 0.0 772.0 2023.11.22-24.2.29

22食によるにぎわい創出事業 0.0 1.0 9.0 2023.11.23-11.26

23姫路食博2023 2.3 2.3 48.0 2023.11.23-11.26

24記念日祝賀イベント 0.0 1.9 1.3 2024.3.23

合計 132.7 382.5 1,681.4


（２）観光客の消費支出
記念事業の観光客の消費支出は、観光費目別消費単価(姫路市調査)に事業参加者を乗じて推計した。
　消費支出額＝①消費単価×②事業参加者
1 消費単価は、姫路市主要事業調査で得られた交通費、宿泊費、飲食費、土産代、その他を使用した。
2 主要事業調査の日帰り客比(0.716)、宿泊比(0.284)で推計した。(表3、表4)
[image: image4.emf]表3 観光客日帰客・宿泊客比率

区分 入込客数(人) 入込客数比 市内宿泊比

日帰り客 434,637 0.716 －

宿泊客 172,149 0.284 0.759

計 606,786 1.000 0.215

[image: image5.emf]表4 イベント別消費単価(主要6事業平均）

姫路市内 姫路市外 県内 市内

日帰り 日帰り 宿泊 宿泊

  サンプル数 670 451 444

1宿泊費 0 0 8,696 8,696

2交通費 730 2,840 4,680 2,840

3菓子類 631 777 1,843 1,843

4農産物 326 276 733 733

5水産物 346 208 534 534

6その他飲食料品 326 337 1,026 1,026

7繊維製品 232 70 327 327

8陶器・ガラス製品 207 53 196 196

9玩具・工芸品 202 71 319 319

10その他 313 226 553 553

11飲食費 1,115 1,615 3,036 2,096

12レジャー費 742 650 1,164 1,330

13その他 533 332 1,276 2,050

合計 5,705 7,454 24,382 22,542


　
観光客消費支出は、日帰り客消費支出と宿泊客消費支出に区分し推計した。交通費、宿泊費は、主要24事業調査データをもとに、市内分と市外分に区分し推計した。
　投入比率は、「2015年姫路市産業連関表」39部門投入係数を使用した。(表5)
[image: image6.emf]表5 30周年記念110事業観光消費額 (単位：億円）

日帰客消費額 宿泊客消費額 合計 備考

　 　

交通費 市内 3.2 3.9 7.0運輸、郵便

　 市外 12.3 6.3 18.7

うち県内分 12.3 8.1 8.1

宿泊費 計 0.0 11.8 11.8個人サービス

うち市内分 0.0 3.6 3.6

うち県内分 0.0 7.6 7.6

11.2 9.5 20.8商業

4.8 5.2 10.1個人サービス

3.2 2.0 5.2個人サービス

2.3 2.2 4.5個人サービス

37.1 40.9 78.1

24.8 26.4 51.1

34.0 34.6 56.2 うち県内分

うち市内分

区    分

お土産

飲食費

入場料

その他

計


　宿泊客(市内分)は市内宿泊率(75.9%)とし主要24事業データにより推計した。(表6)
[image: image7.emf]表6 姫路市内宿泊率

調査 回答件数 姫路市内 兵庫県内 兵庫県内 姫路市内

事業 　

（除姫路市内）

宿泊比(％)

事業1 5 3 1 4 75.0

事業2 67 106 20 126 84.1

事業3 39 32 14 46 69.6

事業4 31 44 6 50 88.0

事業5 70 120 39 159 75.5

事業6 24 25 10 35 71.4

事業7 20 17 20 37 45.9

計 256 347 110 457 75.9

（注）主要事業個別調査名は省略


（３）最終需要額（直接効果）
　110事業最終需要額（直接効果）は、30周年記念事業費と観光消費支出額の合計であり、推計額は次のとおりである。(表7)
[image: image8.emf]表7 姫路城世界遺産登録30周年記念110事業最終需要額(姫路市内) (単位：百万円）

2022年度 2023年度   最終需要額

39部門 事業費 事業費 計 観光消費 計 合計

110事業 (39部門）

１ 農業 2 2 4 158 162 166

2 林業 0 0 0 0 0 0

3 漁業 0 0 0 140 140 140

4 鉱業 0 0 0 0 0 0

5 飲食料品　　　　　　　 0 0 0 643 643 643

6 繊維製品 0 0 0 59 59 59

7 パルプ・紙・木製品 0 0 0 0 0 0

8 化学製品 0 0 0 0 0 0

9 石油・石炭製品 0 0 0 0 0 0

10 プラスチック・ゴム製品 0 0 0 0 0 0

11 窯業・土石製品 0 0 0 201 201 201

12 鉄鋼 0 0 0 0 0 0

13 非鉄金属 0 0 0 0 0 0

14 金属製品 0 0 0 0 0 0

15 はん用機械 0 0 0 0 0 0

16 生産用機械 0 0 0 0 0 0

17 業務用機械 0 0 0 0 0 0

18 電子部品 0 0 0 0 0 0

19 電気機械 0 0 0 0 0 0

20 情報通信機器 0 0 0 0 0 0

21 輸送機械  　　　　　 0 0 0 0 0 0

22 その他の製造工業製品 2 2 4 65 69 73

23 建設 41 38 79 0 79 158

24 電力・ガス・熱供給　 0 0 0 0 0 0

25 水道　　 0 0 0 0 0 0

26 廃棄物処理 0 0 0 0 0 0

27 商業 0 0 0 726 726 726

28 金融・保険 0 0 0 0 0 0

29 不動産 0 0 0 0 0 0

30 運輸・郵便 0 0 0 786 786 786

31 情報通信 21 19 40 0 40 80

32 公務 0 0 0 0 0 0

33 教育・研究 0 0 0 0 0 0

34 医療・福祉 0 0 0 0 0 0

35 他に分類されない会員制団体 0 0 0 0 0 0

36 対事業所サービス 505 461 966 0 966 1,932

37 対個人サービス 0 0 0 2,337 2,337 2,337

38 事務用品 0 0 0 0 0 0

39 分類不明 0 0 0 0 0 0

40 合計 571 522 1,093 5,115 6,208 7,301


２　経済波及効果（生産誘発額）の推計

経済波及効果は、姫路市観光課関連資料や各種経済統計データ等により「平成27年姫路市産業連表」により産業連関分析により推計した。
110事業の経済波及効果(生産誘発額)は、101億円である。原材料費等経費を除いた付加価値誘発額は、57億円で、就業者誘発数は、1,079人である。主要24事業を加算した30周年記念事業全体の経済波及効果(生産誘発額)は260億円である。原材料費等経費を除いた付加価値誘発額は143億円、就業者誘発数は2,736人である。(表8)
[image: image9.emf]表8 姫路城世界遺産登録30周年記念事業の経済波及効果概要 （単位：億円）

項　　　目 主要24事業※

その他110事業

(注)

記念134事業計 備　　　考

生産誘発額 159.6 100.8 260.4経済効果(売上額の合計）

　直接効果 105.5 73.0 178.5最終需要額

　第一次間接効果 34.6 15.6 50.1原材料消費から誘発効果

　第二次間接効果 19.6 12.2 31.8民間消費支出による誘発効果

付加価値誘発額 85.8 56.7 142.5（売上額－経費等）の合計

名目GDP 24,899 24,899 24,8992023年度速報試算(24年3月推計)

名目GDP比（％） 0.34 0.23 0.57　

就業者誘発数 1,657 1,079 2,736個人業主、雇用者等

推計実施機関 姫路市調査(2024)

兵庫県立大学研究会

(注)その他110事業観光消費額と30周年事業費(134事業)の経済波及効果の合計

(資料)兵庫県立大学研究会(2023)「平成27年姫路市産業連関表」

姫路市(2024)「姫路城世界遺産登録30周年記念事業経済波及効果等報告書」主要24事業調査

兵庫県立大学地域経済指標研究会「地域別経済動向指標(市町内総生産速報及び試算)」(2024年3月推計)


主要24事業経済波及効果概要(姫路市調査)は次のとおり。(表9)
[image: image10.emf]表9  姫路城世界遺産登録30周年記念主要24事業経済波及効果概要(経済波及金額順) （単位：百万円、人）

事業

最終需要額 直接効果 間接効果計 総合効果 付加価値

就業者誘発数 雇用誘発数

生産誘発額

誘発額

1

Himeji 大手前通りイルミネーション

3,755 3,195 1,680 4,875 2,523 521 453

2

姫路城夏の特別公開

1,374 1,109 569 1,678 917 165 142

3

平成中村座姫路公演

1,110 991 480 1,471 840 161 132

4

好古園紅葉会

1,075 883 435 1,318 739 142 119

5

全国陶器市

866 615 321 936 510 86 75

6

美術館チームラボ展

621 519 265 784 429 79 67

7

姫路ゆかたまつり

530 443 230 673 357 68 58

8

第73回姫路お城まつり

504 412 214 626 333 61 53

9

さくらサーカス

412 355 178 533 293 57 48

10

姫路食博2023

417 343 177 520 277 54 46

11

Castle History 30th 鏡花水月　

379 310 159 469 253 49 42

12

特別版お城EXPOIn姫路

355 293 149 442 241 45 38

13

チームラボ園教寺　認知上の存在

333 273 140 413 224 43 36

14

観桜会

247 208 109 317 164 33 28

15

ひめじぐるめらんど

194 162 85 247 130 25 21

16

姫路城夜桜会

122 106 54 160 86 17 14

17

書写山新緑まつり

90 77 40 117 61 12 10

18

観月会

64 52 28 80 42 8 7

19

書写山もみじまつり

62 51 26 77 41 8 7

20

城うた祭

54 46 24 70 37 7 6

21

食によるにぎわい創出事業

51 43 22 65 34 7 6

22

酒と食じばさんの祭典in姫路

42 34 18 52 28 5 4

23

姫路城100本のトランペット

21 17 9 26 14 3 2

24

記念日祝賀イベント

10 8 4 12 7 1 1

合計 12,688 10,545 5,416 15,961 8,580 1,657 1,415

(資料)姫路市(2024)「姫路城世界遺産登録30周年記念事業経済波及効果等報告書」


姫路市内イベント経済波及効果比較
今回の経済波及効果は、市内で実施されたNHK大河ドラマ「軍師官兵衛」(2014年1月～15年1月、ドラマ館・歴史館約150万人来場)の経済波及効果、姫路城グランドオープン後1年間(2015年度改修前比199万人増加)の経済波及効果と比較した。(表10)

　姫路市内経済規模であるGDP比で比較するとＮＨK大河ドラマ「軍師官兵衛」は0.3％、姫路城グランドオープン後1年間は、2.0％、姫路城世界遺産登録30年記念事業は、0.6％である。(経済波及効果の内訳 表11)
[image: image11.emf]表10 姫路城世界遺産登録30周年記念事業等経済波及効果比較表 （単位：億円）

項　　　目

世界遺産登録30年

記念事業(2023)

大河ﾄﾞﾗﾏ「軍師官兵

衛」(2014)

姫路城ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ

(2015)

備　　　考

生産誘発額 260.4 120.1 424.2

経済効果(売上額の合計）

　直接効果 178.5 96.0 320.7

最終需要額

　第一次間接効果 50.1 12.4 53.3

原材料消費から誘発効果

　第二次間接効果 31.8 11.8 50.2

民間消費支出による誘発効果

付加価値誘発額 142.5 66.4 228.0

（売上額－経費等）の合計

名目GDP 24,899 23,708 24,730

事業実施年度ＧＤＰ

名目GDP比（％） 0.6 0.3 2.0

　

就業者誘発数 2,736 1,462 3,412

個人業主、雇用者等

(資料)兵庫県立大学研究会(2023)「平成27年姫路市産業連関表」

兵庫県立大学地域経済指標研究会「地域別経済動向指標(市町内総生産速報)」(2024年3月推計)


(参考)産業連関表各種係数用語
①投入係数：ある産業（列）において、生産物１単位を生産するために、諸産業（行）から仕入れる原材料などの投入量の割合をいい、これにより生産物の費用構造（各産業の生産技術的関係）や各産業における必要原材料の投入を通じた産業相互間の連結状況が明らかになる。

②逆行列係数：ある部門に対する最終需要が1単位発生した場合、各部門に対してどのような生産波及が生じ、部門別の国内生産額が最終的にどれだけになるかをみたもので、一覧表にしたのが、「逆行列係数表」である。列和（縦方向にみた計）はその列部門に対する最終需要1単位によって引き起こされる産業全体に対する生産波及の大きさを表す。

③生産誘発額：生産をするのに必要な原材料としての中間需要、一度生産されたものが再び商品として県内の生産活動に入ってこない最終需要である。全ての生産活動は、最終需要を満たすために行われているといえる。つまり、生産は最終需要によって誘発されていることになる。最終需要によって直接・間接に誘発された生産額を最終需要項目別にみたものが、「最終需要項目別生産誘発額」である。 

④付加価値誘発額：最終需要が増加すれば、それが生産を増加させ、生産の増加に伴って付加価値も増加する。付加価値が増加すれば、その中の雇用者所得、営業余剰などが最終需要部門に支出され、最終需要の増加をもたらすというように相互に影響し合っている。最終需要によって誘発された付加価値額を最終需要項目別にみたものが、「最終需要項目別付加価値誘発額」である。

⑤就業者誘発数：生産需要に対する労働（雇用）需要誘発数
⑥域内自給率：１－移輸入率（移輸入額／市内需要額）

⑦平均消費性向：消費者の所得全体に対する消費支出の割合

⑧民間消費支出係数：産業連関表最終需要部門の民間消費支出の内生部門合計を１とした場合の各産業部門の割合。

[image: image12.emf]表11  姫路城世界遺産登録30周年記念110事業経済波及効果(姫路市内)

（単位：百万円、人）

部門

最終需要額 生産誘発額 付加価値誘発額就業者誘発数 雇用者誘発数

１ 農業 165.5 183.8 83.0 51 21

2 林業 0.0 1.4 0.9 0 0

3 漁業 140.5 165.6 85.9 17 1

4 鉱業 0.0 1.2 0.7 0 0

5 飲食料品　　　　　　　 643.3 698.8 237.8 33 35

6 繊維製品 58.7 58.7 22.5 9 9

7 パルプ・紙・木製品 0.0 10.9 3.3 0 0

8 化学製品 0.0 0.0 0.0 0 0

9 石油・石炭製品 0.0 9.1 2.6 0 0

10 プラスチック・ゴム製品 0.0 9.0 3.2 0 0

11 窯業・土石製品 200.6 204.3 93.8 12 12

12 鉄鋼 0.0 6.1 1.5 0 0

13 非鉄金属 0.0 0.9 0.2 0 0

14 金属製品 0.0 7.3 3.1 0 0

15 はん用機械 0.0 1.7 0.7 0 0

16 生産用機械 0.0 0.0 0.0 0 0

17 業務用機械 0.0 23.0 9.0 0 0

18 電子部品 0.0 3.1 1.1 0 0

19 電気機械 0.0 41.6 13.9 1 1

20 情報通信機器 0.0 5.8 1.9 0 0

21 輸送機械  　　　　　 0.0 9.9 2.1 1 1

22 その他の製造工業製品 72.5 98.7 41.3 8 4

23 建設 158.0 189.7 83.5 14 11

24 電力・ガス・熱供給　 0.0 236.8 73.1 0 0

25 水道　　 0.0 46.8 22.6 0 1

26 廃棄物処理 0.0 45.0 29.0 5 5

27 商業 726.1 1,048.9 733.5 185 136

28 金融・保険 0.0 225.2 144.8 11 11

29 不動産 0.0 428.2 360.4 6 4

30 運輸・郵便 786.3 971.7 630.4 81 73

31 情報通信 80.0 244.8 126.5 7 7

32 公務 0.0 14.9 10.5 0 0

33 教育・研究 0.0 51.5 36.5 4 2

34 医療・福祉 0.0 71.0 38.9 8 8

35 他に分類されない会員制団体 0.0 23.3 13.0 4 3

36 対事業所サービス 1,932.0 2,389.2 1,431.3 257 213

37 対個人サービス 2,337.2 2,487.8 1,316.0 365 265

38 事務用品 0.0 20.0 0.0 0 0

39 分類不明 0.0 44.9 14.1 0 0

40 合計 7,300.8 10,080.4 5,672.4 1,079 823

(資料)兵庫県立大学地域経済指標研究会(2023)「平成27年姫路市産業連関表」
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